平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＤ
単元：

BOOK 3，LESSON 4
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）
評価規準：

call / make+A+Bや，It～(for A)to… を含む文を使って，大切なことを伝えるメッセージを書くことができる。
評価方法：

【ライティングテスト】call / make+A+Bや，It～(for A)to… を含む文を使って，大切なことを伝えるメッセージを書かせ，その出来を評価する。

評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない。
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。

　②構成

A：より効果的な内容・構成である。
B：教科書のスピーチの型をほぼ踏襲している。
C：充分な情報量を備えていない。

評価課題：

　以下のテーマの中から１つ選び，それについて自分が大切だと考えることを伝えるメッセージを２，３文程度の英語で書きなさい。

　日常生活　学校生活　平和　環境　夢　人権　福祉　
解答例：

	Some people are fighting with each other.

It is important for us to be kind to any people.

Let’s make them smile.


留意点
生徒の解答例に示したメッセージカードのようなできばえは，評価基準の「①言語的正確さ　A:言語的誤りがほとんどない」と「②構成　A: より効果的な内容・構成である」と判断して，最終的な判断をAとする。




































